




要約:Ⅰ.小児期腎不全における食事療法の効果を確認するために、長期検討を行なってお

り、その途中経過について報告した。Ⅱ.小児期腎不全に伴う ROD の疫学的検討により、

活性型 Vit Dの導入にも拘らず現在もなお発症頻度が低下していない結果が得られたこと

から、小児期 ROD 発症過程の詳細な検討による早期診断法の確立と、適切な Vit D3 予防

投与法、治療法の検討が今後の極めて重要な課題と考えられた。


